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「 真弓の実を
ついばむめじろ」

撮影：新保 義夫（武蔵野市）
場所： 境3丁目

玉川上水大橋付近（2010.1.6）
１月の初旬の暖かい昼下がり、いつものように
玉川上水緑道を散歩していると、見事に色づい
た満開の花を見つけました。（後で調べたとこ
ろ、花と思った淡紅色のつぼみは真弓という落
葉低木の実であることがわかりました。）二羽
のメジロが飛び回りながら実をついばんでい
ました。まわりを警戒して動き回る二羽は同時
にカメラに納めることはできませんでしたが、
見事な一房に止まった一羽をどうにかとらえ
ることができました。

第
四
回
　
市
議
会
定
例
会

第
四
回
定
例
会
は
、十
一
月
十
九
日
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、市
長
選
挙
後
、初
の
議
会
で
あ
る
た
め
、市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、こ
れ

に
対
す
る
六
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、お
よ
び
十
一
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。議
案
で
は
、武
蔵
野
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
は
じ
め
、二
十
九
件
の
市

長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、都
市
農
地
・
屋
敷
林
保
全
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
計
三
件
の

議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、平
成
二
十

年
度
武
蔵
野
市
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た︵
審
査
の
概
要
は
、四
・
五
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︶。

総
務
、厚
生
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、二
十

一
日
の
本
会
議
で
、指
定
管
理
者
の
指
定
に
関

す
る
十
三
議
案
が
全
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
、市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

を
、市
民
文
化
会
館
等
の
文
化
施
設
に
つ
い
て

は
武
蔵
野
文
化
事
業
団
を
、高
齢
者
総
合
セ
ン

タ
ー
等
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
武
蔵
野
市
福

祉
公
社
と
社
会
福
祉
法
人
武
蔵
野
を
、こ
れ
ま

で
に
引
き
続
き
、指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
も
の
な
ど
で
す
。指
定
の
期
間
は
い
ず
れ
も

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五
年
間
と
な
り
ま
す
。

十
二
月
十
六
日
の
建
設
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、二
十
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
武

蔵
野
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、平
成
二
十
二
年
か
ら
の

分
水
料
金（
都
か
ら
購
入
す
る
水
道
水
の
料

金
）の
値
上
が
り
に
よ
り
、現
在
の
料
金
体
系

で
は
今
後
赤
字
が
生
じ
る
た
め
、水
道
料
金
を

見
直
す
と
い
う
も
の
。こ
れ
に
よ
り
、平
成
二

十
二
年
四
月
一
日
よ
り
、基
本
料
金
が
、口
径

に
応
じ
て
十
三
か
ら
最
大
二
十
二
パ
ー
セ
ン

ト
の
値
上
が
り
と
な
り
ま
す
が
、市
民
へ
の
負

担
が
急
激
な
も
の
と
な
ら
ぬ
よ
う
激
変
緩
和

措
置
を
設
け
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
の
減
免

措
置
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
、副
市
長

二
名
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
副
市
長

：

会
田
恒
司
氏

昭
和
四
十
八
年
入
庁
後
、交
流
事
業
担
当

部
長
、環
境
生
活
部
長
を
経
て
、平
成
十
七
年

十
二
月
か
ら
助
役（
平

成
十
九
年
四
月
か
ら
副

市
長
）。六
十
歳
。

■
副
市
長

：

井
上
良
一
氏

昭
和
四
十
二
年
入
庁
後
、都
市
整
備
部
長
、

企
画
政
策
室
技
監
を
経
て
、平
成
二
十
一
年
四

月
か
ら
都
市
企
画
専
門

委
員
。六
十
一
歳
。
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公
の
施
設
の
管
理
・
運
営

指
定
管
理
者
制
度
を
引
き
続
き
導
入

副
市
長
の
選
任
に
同
意

水
道
料
金
を

十
四
年
ぶ
り
に
改
定
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「施政方針」は武蔵野市役所
のホームページ（http://www.
city.musashino.lg.jp/cms/
sisaku/00/01/28/00012852.
html）でご覧いただけます。
また、市役所の市政資料コー
ナー、各市政センター、各コ
ミュニティセンターで配布して
います。

代 表 質 問
今回の施政方針は、今後4年間の市政運営について、市長が所信を申し述べるものです。第4回定例会2日目の

11月24日、この施政方針に対して、6名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

た	だ

近
藤
和
義
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

ク
リ
�
ン
セ
ン
タ
�
建
て
替
え
は
重
要
な
事
柄

施
政
方
針
に
は
�
き
り
書
き
込
む
べ
き

問

︵
仮
称
︶
新
武
蔵
野
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
ま
ち

づ
く
り
検
討
委
員
会
の
最
終

報
告
書
は
、
よ
く
出
来
て
い

る
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え

は
重
要
な
事
柄
で
あ
り
、
施

政
方
針
に
は
っ
き
り
書
き
込

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
等
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
は
、昨
年
の
九

月
に
議
会
へ
の
行
政
報
告
で

説
明
し
た
。地
域
へ
の
説
明

会
も
六
回
開
催
し
、自
ら
説

明
し
、
意
見
を
聞
い
て
き

た
。平
成
二
十
一
年
内
を
め

ど
に
市
の
考
え
方
を
決
定

し
、平
成
二
十
二
年
早
々
に

基
本
計
画
づ
く
り
に
着
手
し

た
い
。

問

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
少

人
数
学
級
導
入
を
否
定
し
て

き
た
と
思
う
が
、
今
回
、
市
長

の
施
政
方
針
に
入
っ
て
い

る
。
経
緯
の
説
明
を
求
め
る
。

答

少
人
数
学
級
に
つ
い
て

は
、選
挙
時
の
公
約
と
し
て

掲
げ
、
そ
の
後
、
教
育
長
と

意
見
交
換
を
進
め
、教
育
委

員
会
で
も
そ
の
意
義
を
認
識

し
て
い
る
。東
京
都
に
も
要

望
し
、低
学
年
で
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

昨
年
よ
り
水
道
の
東
京

都
と
の
一
元
化
が
検
討
さ
れ

始
め
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
的
経
緯
が
あ
っ
て
交
渉
は

難
し
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

今
後
の
安
全
で
安
定
し

た
水
道
事
業
を
考
え
る
と
、

東
京
都
と
の
一
元
化
が
ベ

タ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
事
務
方
で
情
報

交
換
を
行
っ
て
お
り
、そ
の

後
、正
式
に
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問

吉
祥
寺
の
商
業
は
、
立

川
に
追
い
越
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
。
吉
祥
寺
の
衰
退
は
、

武
蔵
野
市
の
ブ
ラ
ン
ド
低
下

に
つ
な
が
る
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

答

ネ
ク
ス
ト
吉
祥
寺
と

い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
連

携
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
考

え
て
い
る
。今
後
と
も
地
元

の
商
業
者
へ
の
必
要
な
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

問

大
災
害
時
に
は
地
域
の

力
が
重
要
だ
が
、
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
に
支
援
、
組
織

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
か
。

答

災
害
時
要
援
護
者
対
策

は
、
現
在
、
地
域
社
会
福
祉

協
議
会
を
中
心
に
市
内
各
地

区
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。こ
の
活
動

を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
復
活
も
期
待
し
て
い

る
。

問

武
蔵
境
地
区
の
中
央
線

高
架
化
が
完
成
し
た
が
、

ム
ー
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

答

武
蔵
野
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
、来
年

度
以
降
、見
直
し
の
具
体
的

な
検
討
を
進
め
た
い
。

松
本
清
治
議
員
●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

誇
り
高
き
武
蔵
野
を
つ
く
る
こ
と
に

ほ
だ
し
ふ
さ
ぐ
も
の
は
な
い

問

地
方
分
権
に
は
、国
か
ら

の
財
源
移
譲
が
必
要
だ
が
、ど

の
よ
う
な
も
の
が
税
財
源
移

譲
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

答

所
得
税
枠
を
見
直
し
住

民
税
へ
移
行
す
る
ほ
か
、地

方
消
費
税
の
地
方
税
配
分
を

増
や
す
べ
き
だ
。

問

本
市
に
、地
方
分
権
に
つ

い
て
の
考
察
・
予
測
・
提
言
等

を
統
括
す
る
部
署
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

地
方
分
権
の
あ
り
方
を

自
ら
考
え
る
姿
勢
は
必
要

だ
。企
画
政
策
室
を
中
心
に

検
討
し
た
い
。

問

後
期
高
齢
者
医
療
や
介

護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
等

を
つ
な
が
り
の
あ
る
全
般
的

な
医
療
制
度
に
転
換
し
、
安

心
感
あ
る
制
度
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

答

運
用
の
中
で
課
題
を
整

理
し
、国
が
見
直
す
機
会
に

合
わ
せ
、い
ろ
い
ろ
な
提
案

を
し
た
い
。こ
れ
ま
で
本
市

が
行
っ
た
、制
度
を
超
え
て

の
取
り
組
み
も
踏
ま
え
つ

つ
、全
国
的
に
一
定
の
連
携

を
持
っ
た
制
度
も
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。

問

早
期
実
現
が
望
ま
れ
る

「
子
ど
も
手
当
」の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
、ど
う
考
え
る
か
。

答

恒
久
的
な
制
度
と
し
、か

つ
、子
ど
も
側
の
視
点
で
考

え
、所
得
制
限
無
し
で
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
。

問

子
育
て
版
レ
ス
パ
イ
ト

ケ
ア
と
し
て
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
保
育
等
を
実
施
し
て
は

い
か
が
か
。
ま
た
、
一
時
保
育

事
業
等
で
、
出
生
届
出
時
に

利
用
券
を
発
行
す
る
な
ど
、

周
知
に
努
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

保
育
園
四
園
で
一
時
保

育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

Ｐ
Ｒ
不
足
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、周
知
方
法
を
よ
く
研
究

し
た
い
。

問

市
長
の
自
転
車
施
策
を

評
価
す
る
。
本
市
が
リ
ー
ド

し
て
民
主
党
新
政
権
を
動
か

し
、
古
い
陳
情
型
政
治
を
改

め
さ
せ
、
正
々
堂
々
の
都
市

問
題
政
策
を
提
言
せ
よ
。

答

高
架
下
を
含
め
駐
輪
場

確
保
に
努
め
る
。鉄
道
事
業

者
へ
は
、地
域
と
の
関
係
を

踏
ま
え
た
活
動
を
お
願
い
し

た
い
。ま
た
、市
と
し
て
は
、

駅
ナ
カ
の
課
税
に
関
す
る
法

改
正
等
も
必
要
と
い
う
考
え

で
取
り
組
み
た
い
。

問

市
長
は
、
平
和
・
芸
術
文

化
活
動
を
支
援
す
る
と
し
て

い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は

含
ま
れ
る
の
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
は
当
然
、文
化

の
一
翼
を
担
う
も
の
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
、子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、吉
祥
寺
・
三

鷹
・
武
蔵
境
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
、未
利
用
地
の
有
効

活
用
、消
防
署
の
建
て
替
え
、

ま
ち
な
か
の
目
立
た
な
い

ヒ
ー
ロ
ー
紹
介
、二
十
四
時

間
対
応
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
等
の

提
案
や
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

邑上守正市長 Murakami Morimasa

【市長が11月19日の本会議で行った「施政方針」演説の要旨です】

市長の施政方針

誰もが安心して暮らし続けられ
るまちづくり
市民が主役の市政を発展させる

主要な施策 	

（1）健康・福祉
いざという時に利用できるよう、施設整備や介護サービスを充実させる。施策を積み重ね

「健康長寿都市武蔵野」を目指すほか、「地域リハビリテーション」の理念に基づき、途切れな
い福祉サービスを充実させる。

（2）子育て・教育
第三次子どもプランを策定し、より子育てしやすい環境を整備する。　　　
多様なニーズに対応し保育園待機児童ゼロを目指すほか、学童クラブとあそべえを充実さ

せ連携を深める。
小学校低学年での少人数学級、特別支援学級の充実、食育を進めるほか、平成22年４月ま

でに市立中学全校で完全給食を実施し、今後は学校給食の財団法人委託化を進める。
（3）都市基盤

水道事業は都との一元化を視野に協議を進め、下水道は管網再整備計画に基づき整備す
る。クリーンセンターは基本計画をつくり、整備に向け取り組む。公共施設の適正な維持管理

基本姿勢  

（1）誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるまちづくり
（2）市民が主役の市政を発展させる
（3）国・都・他都市との連携を深める
（4）計画行政の推進

を行い、建て替え計画を検討する。
他都市に先駆けた都市リニューアルで持続可能な都市づくりを目指す。

（4）環境保全・創造
環境基本計画で掲げる市民・事業者・行政の取り組みを着実に行う。太陽光発電装置の導

入拡大を進める。また、自然環境センター（仮称）を設置し協働での緑化を推進する。
（5）みちづくり・まちづくり

水辺環境整備、自転車対策、ムーバス運行ルート検討等により、快適で歩いて楽しいみちづ
くり、まちづくりを、美しい街並み景観整備とともに拡げていく。「外環の２」は、話し合い
の会の推移に注目していく。

（6）安全・安心
耐震・水害・防火対策を重視し、自助・共助・公助の取り組みを進める。また、警察と連携し

てのパトロール活動強化や、地域の協力により、防犯力の高いまちづくりを進める。
（7）産業・地域活性化

商店街組織の強化、事業運転資金融資のほか、消費者の消費喚起など地域経済刺激策を
工夫する。

吉祥寺・三鷹駅周辺・武蔵境駅周辺地区のまちづくりを進めるほか、観光推進機構を設立
し観光資源を発掘・活用する。また、地元野菜の地産地消を進め、市内農家と農業の育成を支
援する。市内産業を育成、活性化し、活力ある武蔵野を目指す。

（8）平和・文化
平和を次世代へ伝えるため、本市が空襲を受けた11月24日を「武蔵野平和の日」に制定する。
場所や機会の創出など、芸術文化活動への支援を進める。「人・まち・情報　創造館　武蔵

野プレイス」は平成23年７月開館を目指す。
（9）参加・協働

タウンミーティングの充実のほか、市民参加型市政を発展させるとともに、自治体運営の基
本ルールとして市民自治条例の制定を目指す。

また、協働事業の発展やコミュニティセンター活動の活性化、男女共同参画社会の実現を推
進する。

第五期基本構想・長期計画を市民参加で策定する。
（10）行財政改革

徹底して無駄を排除し、また、事業の点検や選択などにより、揺るぎない市政運営を行う。
職員定数適正化を図るとともに、質の高い業務を遂行できる職員を育成し、満足度の高い行
政サービスに取り組む。
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与
座
武
議
員
●
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ

学
校
給
食
運
営
は
公
設
民
営
も
し

く
は
民
間
委
託
が
ベ
ス
ト
で
あ
る

山
本
あ
つ
し
議
員
●
市
民
の
党

福
祉
に
関
す
る
長
期
的
な

財
政
計
画
の
検
討
を

小
野
正
二
議
員
●
市
議
会
公
明
党

市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
主
体
は
誰
か

橋
本
し
げ
き
議
員
●
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団

地
域
主
権
の
名
の
も
と
�ナ
シ
�
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
の
後
退
は
あ
�
て
は
な
ら
な
い

問

学
校
給
食
業
務
は
、財
団

法
人
を
設
立
し
て
業
務
委
託
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
な

の
か
。小
学
校
の
給
食
自
校
方

式
が
提
案
さ
れ
た
が
、将
来
、行

政
の
肥
大
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

答

専
門
ス
タ
ッ
フ
体
制
の
維

持
、食
育
へ
の
取
り
組
み
な
ど

の
点
か
ら
給
食
は
財
団
化
で
運

営
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
。自

問

第
五
期
長
期
計
画
の
策

定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

も
、
市
の
福
祉
施
策
全
般
に

関
す
る
長
期
的
な
財
政
計
画

を
検
討
し
、
市
民
や
議
会
に

示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

ま
ち
づ
く
り
の
再
整
備

計
画
と
同
様
に
、福
祉
分
野

で
も
長
期
的
な
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
は
、大
変
重
要
な

問

市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、市
長
の
言
葉
で
は

手
法
や
手
続
き
ば
か
り
が
強
調

さ
れ
、実
行
の
主
体
が
見
え
て

こ
な
い
。市
政
運
営
は
職
員
の

働
き
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
る

が
、見
解
を
伺
う
。

答

市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
は
市
民
で
あ
る
。職
員

は
市
民
に
奉
仕
す
る
公
僕
と
し

て
、最
善
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

問

鳩
山
内
閣
は
、待
機
児
解

消
を
理
由
に
、定
め
て
き
た
保

育
所
面
積
の
最
低
基
準
を
東
京

な
ど
で
引
き
下
げ
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、地
域
主
権

の
名
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム

の
後
退
の
な
い
よ
う
、国
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
。

答

保
育
の
質
の
基
準
は
維
持

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。そ
の
よ
う
な
後
退
が
あ
る

校
方
式
は
食
育
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

問

市
長
選
時
の
政
策
提
案
集

に
、武
蔵
野
市
独
自
で
教
員
の

加
配
を
行
い
、と
あ
る
が
少
人

数
学
級
制
度
導
入
に
よ
る
教
育

上
の
効
果
は
。

答

個
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

が
集
団
で
教
育
を
受
け
て
い
る

状
況
で
あ
る
の
で
、少
人
数
単

位
で
の
学
級
指
導
が
極
め
て
効

果
が
高
い
と
考
え
て
お
り
、少

人
数
学
級
に
つ
い
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

問

幼
児
教
育
に
つ
い
て
市
長

は
ま
ず
保
育
園
あ
り
き
の
政
策

を
進
め
ら
れ
る
の
か
。本
市
の

三
�
五
歳
児
の
六
十
六
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
が
幼
稚
園
に
通
っ

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。限
ら
れ
た
条
件
の
中
、ど

こ
ま
で
精
度
を
上
げ
た
計
画

に
で
き
る
か
な
ど
、今
後
よ

く
研
究
し
て
い
く
。

問

今
後
、高
齢
者
人
口
の
増

大
が
予
想
さ
れ
る
中
、
地
域

の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
あ

り
方
や
、
二
十
四
時
間
の
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
運
用
な

ど
、
本
市
が
以
前
よ
り
力
を

入
れ
て
き
た
、
在
宅
福
祉
を

中
心
と
す
る
、
き
め
細
か
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、見
解
を
伺
う
。

答

二
十
年
後
に
は
、市
の
高

齢
化
率
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン

る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

問

効
率
的
で
質
の
高
い
行
政

運
営
の
た
め
の
、国
と
の
連
携

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

現
在
も
外
環
道
路
や
荷
さ

ば
き
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

国
と
議
論
を
行
い
な
が
ら
進
め

て
い
る
が
、今
後
は
国
と
地
方

の
正
式
な
協
議
の
場
が
設
定
さ

れ
る
と
考
え
て
お
り
、市
長
会

な
ど
を
通
じ
て
意
見
を
述
べ
て

い
き
た
い
。

問

東
京
都
と
の
水
道
一
元
化

に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に

協
議
、調
整
を
進
め
て
い
く
の

か
。

答

現
在
、事
務
レ
ベ
ル
で
の

情
報
交
換
を
進
め
て
い
る
が
、

と
す
れ
ば
、意
見
を
言
っ
て
い

き
た
い
。

問

武
蔵
野
平
和
の
日
の
早

期
制
定
を
求
め
る
。
ま
た
、
子

ど
も
や
若
い
世
代
に
空
襲
な

ど
の
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぎ
、

平
和
教
材
な
ど
を
充
実
で
き

な
い
か
。

答

平
和
の
日
に
つ
い
て
は
、

来
年
制
定
を
目
指
し
て
議
論
を

重
ね
て
い
き
た
い
。ま
た
、市
民

に
関
係
す
る
戦
争
の
歴
史
、平

和
へ
の
取
り
組
み
を
伝
え
て
い

き
た
い
。

問

市
長
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
誘
致
を
進
め
る
と
施

政
方
針
で
述
べ
て
い
る
が
、桜

堤
に
建
設
中
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
加
え
、さ
ら
に
誘
致

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、児
童

一
人
当
た
り
に
年
間
か
け
ら
れ

る
市
の
予
算
は
公
立
保
育
園
約

二
百
八
十
八
万
円
、市
立
幼
稚

園
約
三
十
二
万
円
で
あ
る
。市

長
が
ま
ず
幼
児
期
の
教
育
を
充

実
さ
せ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

答

未
就
学
児
は
人
間
形
成
の

上
で
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、幼
稚

園
に
限
ら
ず
、保
育
園
等
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
で
最
善
を
尽
く
し

て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。民

間
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
今
後
も

必
要
に
応
じ
て
一
定
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

問

本
市
の
目
指
す
福
祉
は

施
設
入
所
型
福
祉
の
優
先
で

は
な
く
、地
域
完
結
型
の
在
宅

福
祉
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
本

市
の
福
祉
に
つ
い
て
の
認
識

と
、今
後
一
定
の
施
設
整
備
を

ト
を
迎
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
中
、将
来
的
に
、市
が
ど

こ
ま
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、ま
た
提
供
す
べ
き
か
、な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

問

障
害
者
の
権
利
条
約
が

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

が
、
い
ま
だ
日
本
は
批
准
し

て
い
な
い
。
こ
の
条
約
は
、
全

て
の
人
が
社
会
の
一
員
と
し

て
社
会
参
加
し
て
い
く
権
利

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
国

全
体
で
こ
れ
を
大
き
な
目
標

と
し
て
掲
げ
、
福
祉
や
社
会

保
障
を
見
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答

障
害
者
の
権
利
条
約
を

批
准
す
る
た
め
に
は
、法
律

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
整

備
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

国
全
体
で
、批
准
を
目
指
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

図
る
必
要
性
は
認
め
る
が
、本

市
の
目
指
す
在
宅
福
祉
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

答

本
市
の
福
祉
は
大
変
評
価

す
べ
き
点
が
多
い
と
認
識
し
て

い
る
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
住

み
続
け
ら
れ
る
と
い
う
考
え
の

も
と
、施
設
も
市
内
や
近
隣
に

あ
る
方
が
い
い
と
判
断
し
、市

内
で
も
必
要
な
施
設
は
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
。

問

来
年
度
予
算
編
成
で
事
務

事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
い
、

未
来
に
向
け
た
必
要
な
投
資
と

財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
考

え
な
の
か
。

答

必
要
な
政
策
を
重
点
政
策

と
位
置
づ
け
、優
先
的
に
事
業

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
、民
間
の
建
築
物

の
耐
震
補
強
の
促
進
、環
境
政

策
、三
駅
圏
ご
と
の
ま
ち
づ
く

り
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

問

本
市
に
は
、年
齢
や
身
体

の
状
態
に
関
わ
ら
ず
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
本
人
の
意

思
に
基
づ
い
た
生
活
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
、

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
基
本
理
念
が
あ
る
。

こ
の
理
念
を
具
体
的
な
も
の

と
し
て
実
践
し
、
全
国
に
発

信
す
る
こ
と
で
、
国
の
介
護

保
険
制
度
の
あ
り
方
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
概
念
を
本
市
の
福

祉
を
考
え
る
上
で
の
柱
と

し
、今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。ま

た
、周
辺
地
域
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

都
や
国
に
対
し
て
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

分
水
料
金
の
課
題
が
一
段
落
し

た
後
、具
体
的
な
協
議
を
行
い

た
い
。

問

鳩
山
新
政
権
が
掲
げ
る
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
、一
九
九
〇
年

比
で
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

す
る
目
標
に
つ
い
て
、市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

答

今
後
、市
の
環
境
基
本
計

画
で
掲
げ
た
各
項
目
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。現

在
の
計
画
の
目
標
は
達
成
し
つ

つ
あ
る
の
で
、次
期
の
計
画
で

は
さ
ら
な
る
目
標
を
掲
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問

市
長
は
三
駅
周
辺
に
、駐

輪
場
を
さ
ら
に
一
万
台
分
確
保

す
る
と
提
案
し
て
い
る
が
、こ

れ
は
廃
止
分
も
考
慮
に
入
れ
た

数
値
な
の
か
。具
体
的
な
根
拠

を
示
し
て
ほ
し
い
。

答

一
万
台
と
い
う
目
標
値

は
、駐
輪
場
の
不
足
の
見
込
み

か
ら
算
出
し
た
も
の
だ
。現
在

す
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た

い
が
、い
か
が
か
。

答

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

将
来
的
な
ニ
ー
ズ
の
増
大
も
予

想
さ
れ
る
の
で
、今
後
、次
期
の

介
護
事
業
計
画
の
中
で
議
論

し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

待
機
児
対
策
の
た
め
に

は
、認
可
保
育
園
を
さ
ら
に
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

答

十
二
月
に
精
華
第
二
保
育

園
が
開
設
さ
れ
る
が
、そ
こ
で

の
様
子
と
、四
月
時
点
で
の
待

機
児
の
状
況
を
見
な
が
ら
、今

後
、検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問

市
長
は
環
境
基
本
計
画
の

達
成
度
を
ど
う
認
識
し
、評
価

し
て
い
る
か
。本
市
と
し
て
、太

陽
光
発
電
の
爆
発
的
普
及
策
な

ど
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

答

環
境
基
本
計
画
は
来
年
度

を
目
標
と
し
た
計
画
で
あ
る

状
況
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
内
に
目
標
整
備
台
数
を

示
し
、方
針
と
し
て
固
め
て
い

き
た
い
。

問

十
一
月
二
十
四
日
を
武

蔵
野
平
和
の
日
と
し
て
制
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、経
緯
と

目
的
を
伺
う
。
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
な
手
続
き
で
制
定
す

る
の
か
。

答

平
和
事
業
へ
の
取
り
組
み

の
中
で
、武
蔵
野
市
へ
の
空
襲

が
同
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
、東

京
圏
に
お
け
る
初
空
襲
だ
っ
た

こ
と
な
ど
を
認
識
し
、平
和
を

考
え
る
機
会
と
し
て
、平
和
の

日
と
し
て
制
定
し
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。平
成
二
十

二
年
の
同
日
か
ら
と
考
え
て
い

る
が
、手
続
き
に
つ
い
て
は
今

後
よ
く
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
、計
画
行
政
の
推

進
、新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

が
、中
間
地
点
で
も
か
な
り
目

標
に
向
か
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。ま
た
、太
陽
光
発
電
の

設
置
も
含
め
て
、計
画
の
目
標

達
成
に
向
か
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

問

外
環
本
線
に
つ
い
て
、沿

線
六
区
市
長
連
名
で
提
出
し
た

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関

す
る
要
望
」に
対
し
て
、批
判
の

声
が
市
民
の
中
か
ら
出
て
い
る

が
、改
め
て
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

答

外
環
本
線
に
つ
い
て
は
、

慎
重
、丁
寧
に
対
応
し
て
ほ
し

い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
り

は
な
い
。

問

市
民
参
加
を
進
め
る
た

め
、市
民
の
声
を
今
以
上
に
聞

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
見
解
を
。

答

市
民
参
加
の
あ
り
方
を
市

民
自
治
条
例
と
い
っ
た
制
度
で

明
確
化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
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予算に対する 

各会派の討論 

国庫支出金
45億6512万円
（8.2%）

歳　入
592億44万円

歳　出
540億5132万円

市民1人あたり：40万1314円
1世帯あたり　：76万7110円 

〈歳 出〉

民生費
166億5967万円
（30.8%）

市　税
361億9114万円
（61.1%）

国庫支出金
68億8594万円
（11.6%）

都支出金
34億9695万円
（5.9%）

繰越金
29億7896万円
（5.0%）

繰入金
26億7591万円（4.5%）

地方消費税交付金
17億1256万円（2.9%）

使用料及び手数料
16億500万円（2.7%）

市債
11億4310万円（1.9%）

その他
18億9382万円（3.3%）

諸収入
6億1705万円（1.1%）

総務費
95億2320万円
（17.6%）

土木費
81億5192万円
（15.1%）

教育費
73億5055万円
（13.6%）

衛生費
54億3120万円
（10.0%）

公債費
28億7425万円
（5.3%）

消防費
27億9294万円（5.2%） その他

4億1135万円（0.8%）

商工費
4億3362万円（0.8%） 議会費

4億2262万円（0.8%）

一般会計歳入決算の内訳及び　歳出決算の目的別内訳

　11月27日の本会議において、委員10名からなる決算特別委員会が設置され、12月1日から４日間にわたり平成20

年度決算の審査が行われました。４日の委員会最終日に全会一致で認定すべきものと決しました。９日の本会議で

は、近藤和義決算特別委員長が委員会での審査経過の報告を行い、その後、各会派の代表と会派に属さない議員１名

の計７名がいずれも賛成討論を行いました。討論終了後の採決の結果、全会一致で認定されました。

　平成20年度一般会計および５特別会計の歳入決算総額は844億1,377万円、歳出決算総額は788億1,156万円で、

56億221万円が平成21年度へ繰り越されました。

　以下は決算特別委員会における審査の概要です。

問
　
平
成
二
十
年
度
の
事
業
の
う
ち

市
長
が
考
え
る
主
な
成
果
は
何
か
。

答
　
中
学
校
給
食
を
実
施
し
食
育
の

充
実
を
図
っ
た
こ
と
、ま
ち
づ
く
り
条

例
を
施
行
し
た
こ
と
、さ
ま
ざ
ま
な
国

の
制
度
変
更
等
を
、市
民
に
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て
き
た

こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問
　
武
蔵
野
市
の
職
員
の
う
ち
、非
正

規
の
職
員
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。こ

れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

答
　
正
規
職
員
に
比
べ
て
、非
正
規
職

員
の
雇
用
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。ま
た
、正
規
職
員
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ウ
エ
イ
ト
も
増
え

て
お
り
、こ
れ
以
上
、非
正
規
職
員
を

増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、今
後
精
査

し
て
い
き
た
い
。

問
　
国
の
政
権
交
代
や
事
業
仕
分
け

等
が
本
市
の
予
算
編
成
に
与
え
る
影

響
は
ど
う
か
。

歳
　
　
入

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

本
市
の
歳
入
へ
の
影
響
は

審査した特別委員
平成20年度決算審査に当
たった特別委員の氏名は、次
のとおり。

◎近藤　和義	 ○川名ゆうじ

やすえ清治	 きくち太郎

橋本しげき	 内山さとこ

土屋美恵子	 落合　勝利

寺山光一郎	 山本あつし
◎ 印 委員長　 ○ 印 副委員長

近藤 和義  決算特別委員長

平
成
二
十
年
度
事
業
の

主
な
成
果
は
何
か

答
　
今
は
報
道
を
通
じ
て
の
情
報
し

か
な
く
、そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

は
、地
方
交
付
税
、ま
ち
づ
く
り
交
付

金
な
ど
、六
十
か
ら
七
十
事
業
が
影
響

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

問
　
少
人
数
学
級
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

答
　
少
人
数
学
級
導
入
の
決
定
権
は

東
京
都
に
あ
る
が
、今
後
、踏
み
切
る

可
能
性
は
あ
る
。本
市
と
し
て
は
、学

校
と
地
域
の
連
携
な
ど
、今
で
き
る
こ

と
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

総
　
　
括

問
　
平
成
二
十
年
度
は
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が

あ
っ
た
が
、こ
れ
ら
は
本
市
の
歳
入
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
。

答
　
法
人
市
民
税
の
落
ち
込
み
は
あ

る
が
、製
造
業
を
主
と
す
る
他
市
と
は

違
い
、本
市
で
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
受

け
な
か
っ
た
。今
後
は
、景
気
低
迷
等

も
あ
り
、厳
し
い
状
況
だ
。

問
　
特
別
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
対
し
、税
へ
の
関
心
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
個
人
の
手
間
を
省
く
意
味
で
も
、

特
別
徴
収
は
意
味
が
あ
る
が
、市
民
が

納
税
の
意
義
、あ
り
方
を
含
め
、税
へ

の
関
心
を
今
以
上
に
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問
　
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
、本
市
は

安
全
面
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

答
　
指
定
金
融
機
関
で
元
本
保
証
を

前
提
と
し
た
定
期
預
金
、国
債
な
ど
、

安
定
的
な
商
品
を
選
択
し
て
い
る
。

総
　
務
　
費

未
利
用
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
早
急
な
検
討
を

問
　
市
が
所
有
す
る
未
利
用
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
売
却
等

も
含
め
、
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
既
に
庁
内
で
は
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
売
却
す
る
も
の
、
将
来
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
も
の
な
ど
の
区
分

け
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
昨
年
度
か
ら
、
個
別
事
務
事
業

評
価
の
範
囲
拡
大
な
ど
の
行
財
政
改

革
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

答
　
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
全
庁
的
に

統
一
の
基
準
を
設
け
、
評
価
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
来
年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問
　
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
運
営
費

補
助
や
園
児
の
保
護
者
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
て
い
る
が
、
公
立
保
育
園

へ
の
助
成
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
不
十

分
で
は
な
い
か
。

答
　
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
補
助
は
、

二
十
三
区
と
比
べ
る
と
劣
る
部
分
も

あ
り
、
補
助
の
し
か
た
に
つ
い
て
引

き
続
き
研
究
す
る
。

問
　
住
民
票
等
自
動
交
付
機
の
こ
れ

ま
で
の
評
価
は
。
ま
た
、導
入
に
よ
り
、

人
件
費
削
減
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
自
動
交
付
機
で
の
発
行
手
数
料

を
、
窓
口
発
行
よ
り
百
円
安
く
し
た

た
め
、
利
用
率
が
向
上
し
た
。
今
後

の
経
過
を
見
な
が
ら
、
人
件
費
削
減

に
向
け
て
の
検
討
を
行
う
。

問
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
改
修
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
努
め
る
。

民
　
生
　
費

災
害
時
要
援
護
者
対
策

事
業
の
進
捗
状
況
は

問
　
災
害
時
要
援
護
者
対
策
事
業
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
七
地
区
で
要
援
護
者
の
登
録
が

終
わ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
に
事
業

全
体
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
視
点
か

ら
、
保
育
士
の
長
期
派
遣
研
修
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
保
育
士
を
他
区
市
の
二
園
へ
そ

れ
ぞ
れ
一
か
月
派
遣
し
、
保
育
園
の

運
営
・
経
営
を
学
ば
せ
た
。

問
　
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
夜
間
の
み
や
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
で
い
い
の
か
検
証
を
行
う
よ
う

厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け
て
い
る
。

問
　
レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
の
運
行
協
力
員

に
は
、
ヘ
ル
パ
ー
二
級
程
度
の
資
格

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
運
行
協
力
員
に
は
車
い
す
の
操

作
等
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
資
格
の
有
無
を
要
件
に
す
る

考
え
は
な
い
。

問
　
敬
老
福
祉
の
集
い
の
事
務
事
業

見
直
し
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
対
象
年
齢
引
き
上
げ
、
長
時
間

の
催
し
の
短
縮
化
等
を
考
え
て
い
る
。

衛
　
生
　
費

公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
設
置

の
方
向
性
は

問
　
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
設
置
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
平
成
二
十
一
年
度
で
市
立
小
学

校
へ
の
設
置
は
完
了
す
る
。
今
後
は

中
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
設
置
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

問
　
湖
南
衛
生
組
合
施
設
整
備
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
現
在
の
施
設
は
あ
と
五
、六
年
は

稼
動
可
能
だ
が
、
施
設
老
朽
化
等
に

よ
る
取
り
壊
し
の
撤
去
費
用
の
捻
出

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
健
康
だ
よ
り
を
全
戸
配
布
し
、

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
市
民
に
迅

速
に
伝
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問
　
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
実
績
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
指
定
地
域
エ
リ
ア
で
は
効
果
が

出
て
い
る
が
、
エ
リ
ア
外
の
夜
間
で

吸
殻
が
目
立
っ
て
い
る
。

問
　
女
性
の
が
ん
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
報
に
が
ん
対
策
特
集
号
を
出

し
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

問
　「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
指

導
」
の
実
施
状
況
は
。

答
　
助
産
師
と
市
の
保
健
師
で
全
戸

訪
問
を
行
い
、
約
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
世
帯
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

商
工
費
・
農
業
費

商
業
活
性
化
支
援
の

あ
り
方
は

問
　
路
線
商
業
活
性
化
の
、
今
後
の

支
援
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
路
線
商
業
活
性
化
懇
談
会
提
言

書
に
あ
る
「
商
店
会
の
組
織
力
強
化
・

個
店
の
魅
力
向
上
・
地
域
と
の
連
携
・

行
政
の
積
極
的
関
与
」
と
い
う
四
つ

の
提
言
に
基
づ
き
進
め
る
。

問
　
小
規
模
企
業
者
へ
の
補
助
事
業

の
予
算
執
行
率
が
低
い
理
由
を
伺
う
。

答
　
小
規
模
企
業
者
事
業
用
建
物
建

て
替
え
に
伴
う
信
用
保
証
料
補
助
制

度
を
新
設
し
た
が
、
不
況
で
建
て
替

え
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

問
　
こ
う
の
と
り
ベ
ジ
タ
ブ
ル
事
業

に
よ
り
、
地
産
地
消
が
図
ら
れ
た
か
。

答
　
市
内
野
菜
を
知
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
麦
わ

ら
帽
子
」
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
た
。

問
　
駅
周
辺
商
業
活
性
化
事
業
と
し

て
の
、
三
鷹
駅
北
口
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
目
的
と
効
果
は
。

答
　
商
業
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
商
業
者
の
組
織
力
を
強
化
す

る
効
果
も
あ
る
と
考
え
る
。

土
　
木
　
費

自
転
車
安
全
利
用
講

習
会
の
実
施
効
果
は

問
　
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会
の
実

施
状
況
と
効
果
を
伺
う
。

答
　
二
十
年
十
月
か
ら
の
実
施
で
、

千
九
百
四
十
五
名
を
認
定
し
、
自
転

車
事
故
件
数
も
大
幅
に
減
少
し
た
。

問
　
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
に
つ
い

て
、
撤
去
回
数
を
増
や
し
た
効
果
は
。

答
　
撤
去
台
数
は
前
年
度
比
一
一
％

増
と
な
り
、
返
還
台
数
も
増
え
た
が
、

処
分
台
数
は
横
ば
い
で
あ
っ
た
。
駐

輪
場
設
置
や
、
撤
去
作
業
の
強
化
に

よ
り
現
在
の
水
準
が
保
た
れ
て
い
る
。

問
　
耐
震
助
成
事
業
は
予
算
執
行
率

が
低
い
が
、
工
事
等
を
行
う
中
小
業

者
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
利
用
を
促

進
す
べ
き
で
は
。

答
　
助
成
単
価
が
大
き
い
マ
ン
シ
ョ

ン
の
申
請
が
な
く
、
執
行
額
が
予
算

を
下
回
っ
た
。
利
用
促
進
の
た
め
、

業
者
と
協
力
し
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。

問
　
皆
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
風
俗
店
な
ど
の

看
板
の
規
制
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
現
状
で
は
、
色
や
内
容
等
の
規

制
は
難
し
い
。
将
来
的
に
は
、
市
独

自
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
記
載
が
な
い
が
、

今
後
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　
条
例
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
機
関
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

が
、
地
域
活
動
の
中
で
の
需
要
の
動

向
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
緑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う

維
持
管
理
活
動
の
範
囲
を
伺
う
。
ま

た
、
市
全
体
の
公
園
維
持
管
理
経
費

は
、
現
在
の
額
で
適
当
か
。

答
　
緑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
は
、

樹
木
剪
定
等
ま
で
は
行
わ
な
い
。
経

費
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
作
業
の
委

託
化
や
管
理
設
定
エ
リ
ア
の
見
直
し

等
、
効
率
性
の
向
上
を
研
究
し
た
い
。
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予算に対する 

各会派の討論 

国庫支出金
45億6512万円
（8.2%）

歳　入
592億44万円

歳　出
540億5132万円

市民1人あたり：40万1314円
1世帯あたり　：76万7110円 

〈歳 出〉

民生費
166億5967万円
（30.8%）

市　税
361億9114万円
（61.1%）

国庫支出金
68億8594万円
（11.6%）

都支出金
34億9695万円
（5.9%）

繰越金
29億7896万円
（5.0%）

繰入金
26億7591万円（4.5%）

地方消費税交付金
17億1256万円（2.9%）

使用料及び手数料
16億500万円（2.7%）

市債
11億4310万円（1.9%）

その他
18億9382万円（3.3%）

諸収入
6億1705万円（1.1%）

総務費
95億2320万円
（17.6%）

土木費
81億5192万円
（15.1%）

教育費
73億5055万円
（13.6%）

衛生費
54億3120万円
（10.0%）

公債費
28億7425万円
（5.3%）

消防費
27億9294万円（5.2%） その他

4億1135万円（0.8%）

商工費
4億3362万円（0.8%） 議会費

4億2262万円（0.8%）

一般会計歳入決算の内訳及び　歳出決算の目的別内訳

時代の変化にしっかりと
対応し、武蔵野市らしさを
打ち出すべき

やすえ清治議員

賛　成

　今回の議論を踏まえ、不
況、政権交代など時代の変
化にしっかりと対応し、次
につなげていくことが重要
だ。生活安全対策、災害時
要援護者事業等が進めら
れたことは評価するが、景
気対策として、市内経済の
現状を分析し、適切な予算
編成を要望する。来年度、第
五期基本構想・長期計画の
策定が始まるが、前回策定
時の課題を整理し、道筋を
示していただきたい。今後
も市長の理念や方向性に注
目しつつも、市民のための
安定した市政運営を望む。

自由民主クラブ

政権交代による大変革が
予想される中、着実な
行政運営を要望する

土屋美恵子議員

賛　成

　平成20年度は世界的な
金融危機の影響を受け、社
会的に厳しい状況の中、安
心・安全なセーフティーネット
をもった行政運営の大切さ
を考えさせられる年であっ
た。認知症見守り事業、母子
保健事業、待機児対策、中
学校給食の開始等、予算が
おおむね適正に実施された
ことは評価する。政権交代
により今後、大きな変革が
予想されるときであるが、
今まで市民とともに築いて
きた武蔵野市行政を後退さ
せることなく進めていくこ
とを要望し、賛成する。

市議会市民クラブ

市民との信頼関係を
大切にした市政運営を

山本あつし議員

賛　成

　まず、クリーンセンター建
て替えに関しては、市民参
加方式で大きな方向性を示
すことができたことを評価
する。まちづくりについて
は、地域の方との信頼関係
を強化し、問題解決を図る
姿勢が必要である。また、
国民健康保険は制度的課題
が指摘されており、今後と
も注意深く事業運営するこ
とを要望する。決算審査全
体を通して、答弁が大変丁
寧であり、感謝している。今
後も市民との信頼関係を大
切にし、市政運営を行うこ
とを要望し、賛成する。

市長は市政運営の
軸足をどこに
置くのかを明確にせよ

落合勝利議員

賛　成

　不安定な経済状況下で
あったが、歳入では、安定し
た税収により大きな混乱な
く施策が行われた。歳出は、
混乱を回避すべく予算を厚
くしたことによる不用額の
増は否めないが、より弾力
的な財政措置がなされるべ
きであった。また、重点課題
について、市長から明確な
答弁が得られなかった。ど
こに軸足を置くか示される
ことを強く期待する。平成
20年度の決算は、おおむね
良好と判断するが、今後は
社会の動向を鋭く見極めた
財政運営を要望する。

市議会公明党

暮らしと平和を守る
市民要望が実現し、
進んだことを評価

橋本しげき議員

賛　成

　2008年度決算で特徴的
で評価できる点は、中学校
給食の実施、認可外保育施
設の保護者への助成の増
額、小学校図書室へのクー
ラーの設置、障害者の通所
施設への家賃補助の創設、
健康福祉総合計画の策定、
非核都市宣言平和事業の
市民参加による発展等であ
る。また、75歳以上という年
齢で差別し保険料の負担
増を押しつける後期高齢者
医療制度のもと、本市では
75歳以上の健康診査項目
の水準を下げなかったこと
等努力を認め、賛成する。

日本共産党武蔵野市議団

自治体政府として、市民
への説明責任を果たし
政策決定過程の透明化を

内山さとこ議員

賛　成

　今回の決算審査では、単
年度の収支・効果のみにと
らわれず、政策的な判断を
重視した。決算及び財政状
況については、おおむね適
正と認められるが、今後、事
業の目的と費用対効果、補
助金支出の基準などについ
て、適切な判断が可能とな
るよう、より一層の行財政
改革が必要である。大規模
な都市基盤の再整備や社会
保障費の増大が懸念される
中、より着実な事業執行と
ともに、大胆な価値観の転
換を図り、自立した自治体
経営を持続するよう望む。

民主党・無所属クラブ

決算特別委員会の審査風景

市民の党

問
　
災
害
時
使
用
の
公
園
に
設
置
さ

れ
た
ベ
ン
チ
型
ト
イ
レ
の
存
在
や
、

使
用
に
つ
い
て
の
周
知
方
法
を
伺
う
。

答
　
ベ
ン
チ
の
存
在
と
使
用
方
法
の

表
示
を
作
り
、
市
民
に
周
知
す
る
。

問
　
災
害
時
の
防
災
協
定
を
結
ん
で

い
る
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
と
市

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
現
在
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
は

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
活
動
計
画

は
未
定
だ
。
施
設
側
の
計
画
案
が
ま

と
ま
り
次
第
、
協
議
を
行
う
予
定
だ
。

ベ
ン
チ
型
ト
イ
レ
の

周
知
方
法
は

消
　
防
　
費

問
　
学
校
教
育
計
画
の
中
間
報
告
に

お
い
て
、
学
力
の
二
極
化
と
い
う
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
現

状
認
識
と
、
対
応
の
方
法
を
伺
う
。

答
　
家
庭
の
経
済
状
況
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
学
習
意
欲
に
差
が
出
て
き

て
い
る
。
少
人
数
教
育
や
、
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
で
、
個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

学
力
の
二
極
化
を

ど
う
考
え
る
か

教
　
育
　
費

問
　
日
本
の
教
員
の
残
業
時
間
は
過

労
死
の
危
険
が
あ
る
水
準
で
あ
り
、

授
業
の
準
備
に
も
支
障
が
出
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
市
の
現
状
は
。

答
　
本
市
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
授
業
以
外
の
様
々
な
業
務

も
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
理

解
も
得
て
、
早
急
に
解
決
し
た
い
。

問
　
学
校
に
よ
っ
て
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
の
日
数
に
差
が
あ
る
が
、
大

き
な
差
が
出
な
い
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
最
終
的
に
は
各
学
校
が
日
数
を

定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
長
す

ぎ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
今
後
、

市
で
も
再
検
討
を
進
め
る
。

問
　
学
校
給
食
の
運
営
を
財
団
法
人

に
委
託
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
将
来
的
な
運
営

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
平
成
二
十
一
年
度
中
に
財
団
法

人
を
設
立
し
、
二
十
二
年
四
月
か
ら

中
学
校
の
、
そ
の
後
は
全
給
食
の
調

理
を
委
託
す
る
。
財
団
に
は
、
調
理

だ
け
で
は
な
く
、
食
に
関
す
る
様
々

な
活
動
を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
学
校
裏
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
市

内
学
校
の
実
態
把
握
は
。

答
　
今
年
の
六
月
か
ら
都
の
教
育
委

員
会
が
都
内
の
全
小
・
中
学
校
の
裏

サ
イ
ト
を
監
視
し
て
い
る
。
本
市
で

は
三
件
の
問
題
事
例
が
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
軽
微
な
内
容
で
あ
っ
た
。

問
　
平
成
二
十
年
度
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
が
前
年
度
と
比
べ
て

大
幅
に
減
少
し
た
が
そ
の
理
由
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
制
度
導
入
に
よ
る

財
政
調
整
等
の
関
係
で
下
が
っ
た
も

の
で
、
来
年
度
は
上
が
る
見
込
み
だ
。

問
　
平
成
二
十
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
徴
収
率
は
七
〇
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
が
、
こ
の
数
字
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
徴
収
率
は
多
摩
二
十
六
市
の
平

均
を
下
回
り
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

収
納
計
画
を
作
り
、
徴
収
事
務
の
見

直
し
を
図
る
ほ
か
、
悪
質
な
滞
納
者

へ
の
処
分
も
積
極
的
に
行
う
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
減
少
の
理
由
は

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

︿
一
般
会
計
、五
特
別
会
計
﹀

　
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
お
よ
び
付
属
書
類
は
、法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、決

算
の
計
数
は
、関
係
諸
帳
簿
お
よ
び
証

拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、誤
り
は
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務
処

理
は
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執
行

さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
基
金
の
運
用
状

況
を
示
す
書
類
の
金
額
は
、基
金
出
納

簿
及
び
証
書
類
と
符
合
し
、計
数
は
正

確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　
平
成
二
十
年
度
は
、世
界
的
な
金
融

危
機
の
深
刻
化
に
よ
る
企
業
業
績
の

悪
化
、雇
用
不
安
、株
価
の
下
落
、消
費

の
退
潮
な
ど
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も

に
前
年
度
を
下
回
り
、特
に
、歳
入
の

根
幹
を
な
す
、法
人
市
民
税
は
大
幅
に

減
少
し
た
。

　
今
後
と
も
、本
市
の
伝
統
と
誇
り
を

未
来
へ
つ
な
げ
、魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、施
策
の
優
先

度
や
緊
急
度
を
考
慮
し
、事
務
事
業
の

必
要
性
を
見
直
す
と
と
も
に
、行
財
政

改
革
、財
源
確
保
に
努
め
、健
全
で
安

定
し
た
市
政
運
営
を
持
続
す
る
よ
う

要
望
す
る
。監査

委
員
　
　
　
藤
井
　
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
桑
津
昇
太
郎

監
査
意
見
書

		12月９日の本会議で平成20年度武蔵野市決算の認定に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。

		このほかに、会派に属さない砂川議員の賛成討論もありました。各会派の構成は８面に掲載しております。

		決算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継（アドレスを７面下に掲載）または会議録でご覧いただけます。

		会議録は２月下旬以降、各市立図書館、コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー、

		または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。
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第4回定例会では11月26日、27日に、11名の議員から一般
質問が行われました。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載
します。

詳しくは、2月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書
館、各コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー）、また
は武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第4回定例会分は
2月19日登録予定）、インターネット議会中継（アクセス手順は
7面下に掲載しています）でご覧いただけます。
※ 一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対
する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

首長のリーダーシップと
市政運営手腕と姿勢を問う

深田貴美子議員
問 新クリーンセンターは、各種センター機
能を集約し、複合施設化すべきでは。
答 提案も踏まえ財源の確保を検討したい。
問 武蔵野プレイスは、理念や目的の明示な
く選書が先行しているが、どう考えるか。
答 既存図書館をベースに、自然科学や芸術
系など、市民活動支援関連の選書も行う。
問 外環本線と外環の２を別事業と考え、計
画線上の住民の実態把握をすべきでは。
答 内部で課題を示しており整理に努める。
問 天下り等の観点から、財団の理念と適正
報酬、職員配置体制の指針を策定しては。
答 財団の統廃合や再編、公募による指定管
理者への柔軟な対応等を検討する。

違法駐輪を減らすため、
新たなシステムの構築を

落合勝利議員
問 違法駐輪を減らすため、①自転車放置
禁止区域の設定をどう考えるか②今後、歩
道上の暫定駐輪場が解消される地域の違法
駐輪をどう監視するのか③周辺区市も含め
た各駐輪場で満空情報を共有し、携帯電話
などに発信するシステムを構築しては。
答 ①放置が周辺に広がることもあるので
区域の拡大は慎重に考える②放置防止指導
員を配置し、放置防止指導と一時利用駐輪
場への誘導を行う③各駐輪場の機械化が前
提となるが、民間駐輪場との連携も含め実
現の可能性を研究したい。
　このほか、環境対策、水辺環境整備状況に
ついての質問がありました。

安心できる超高齢化対策に
ついて、市長の見解を問う

井口良美議員
問 後期高齢者医療制度の廃止について、�
①医療保険制度を地域保険へ一元化するこ
とについての見解は②本市への影響は。
答 ①一元化は望ましいが、保険料負担の公
平性確保のため慎重に検討すべきだ②国は、
問題の改善後に新制度に移行するとしてお
り、影響は最小限にとどまると考える。
問 いずみ作業所廃止については、丁寧な説
明と、安心して利用できる作業所の確保、要
件の協議が必要と考えるが、見解を伺う。
答 ３年前から関係者との話し合いを行い、
現在は今後の通所先等の相談も進めている。
　このほか、コミュニティタクシーの運行導
入についての質問がありました。

転換の時代、保育行政の
市長の考えは

梶　雅子議員
問 第三次子どもプラン武蔵野中間報告は
公立保育園の民間委託化によって、財源を生
み出し、他の子ども関係の予算に充当すると
あるが、どれぐらい確保できるのか。
答 国や都からの運営費補助は１園約2,000
万円を見込み、人件費の大幅な削減はない。
問 待機児対策として、①境子ども園の設置
は見直すべきと考えるが②待機児童の解消
は、乳児保育所の施設拡充や認可保育園の増
設の援助を行うべきと考えるが見解は。
答 ①他区市での事例・課題等も踏まえ、地
域に開かれた施設になるよう準備したい②
これからも待機児童ゼロを目指して、多様な
保育事業を展開していきたい。

学校図書室には情報セン
ター機能を持たせるべき

川名ゆうじ議員
問 学校図書室に情報センター機能を持た
せ、情報リテラシー教育を推進すべきでは。
また、市立図書館が中心となり、学校図書室
との連携を深めるべきではないか。
答 今後、学習情報センター機能を拡充さ
せるため、学校図書室でもインターネット
を利用できる環境を整備する。現在、市立図
書館から学校への団体貸出用図書を充実さ
せる取り組みを行っており、今後も互いの
連携を深めていきたい。
　このほか、年末年始に向けての生活困窮
者対策、市の発行物の保存、公開方法とし
て、インターネットを活用すること等につ
いての質問がありました。

文化行政の充実を
深沢達也議員

問 「文化」とは何か、市長の考えを伺う。
答 「文化」とは人々に感動や生きる喜びを
もたらして、心豊かな生活を実現するため
に必要不可欠なものだと考える。
問 文化創造へ向け、公が何をすべきか。
答 現在も市民の芸術文化活動を支援して
いるが、発表の場を増やすなど、さらに若者
の人材育成等を目指したい。
問 まちに文化を根づかせるための取り組
みについてどう考えているか。
答 建物等の整備だけでなく、その中の活
動を充実させていく必要があると考える。
　このほか、文化施策に対する市長の基本
姿勢についての質問がありました。

家庭福祉員（保育ママ）制度は保護
者や子どもの育ちにとって必要

土屋美恵子議員
問 家庭福祉員（保育ママ）制度は保護者や
子どもの育ちにとって必要と考えるが、①現
在の８名から増員の方向か②補助員にかか
る人件費の補助は考えているのか③家賃補
助の考えはあるのか伺う。
答 ①第二次子どもプラン武蔵野に掲げた
13名を目標としていく②３名以上在籍児童が
いる場合は、補助者管理費として月額１万円
の加算を行っているが、全体の運営状況を確
認し、人件費補助を考えていきたい③家賃補
助はないが、持ち家、賃貸の区別なく、施設管
理費として月額１万3,000円を支払っている。
　このほか、子育て応援企業、ワーク・ライフ・バ
ランスについての質問がありました。

武蔵野市らしい市民文化
のさらなる発展を

砂川なおみ議員
問 市民文化振興総合計画策定の状況は。
答 策定の必要性を感じており、先行する諸
計画との整合性を図りつつ着手したい。
問 武蔵野市オルガンコンクールについて
は、各文化施設等と連携した企画を早めに進
めるべきと考えるが、市長の見解は。
答 前回は様々なイベント等を行い、市民的
な広がりを持つことができた。評価や課題を
再整理し、次回の準備に当たりたい。
問 効果的な文化行政のため、近隣の美術館
等と連携して企画や研修を行うべきでは。
答 本年度から発足した「多摩ミュージアム
ネットワーク構想研究会」に吉祥寺美術館も
参加し、連携のあり方を検討している。

● �平成21年10月20日、奥多摩・武蔵野の森事業を建設委員6名

が視察しました。当事業は、本市と奥多摩町、（財）東京都農

林水産振興財団の三者が「森林整備協定」を締結し、本市も

森林の恩恵を受ける都市側の責務として、森林砂漠化を防

止する必要から、平成17年から補助事業として実施してい

るものです。

● �平成21年10月21日・22日、石川県金沢市で第４回全国市議

会議長会研究フォーラムが行われ、島崎議長、田辺副議長、

内山議員が参加しました。（写真は左から田辺副議長、島崎

議長、長澤事務局長です。）
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スポーツ振興策等に
ついて

桜井和実議員
問 市の考えるスポーツ振興策は。
答 教育委員会の策定したスポーツ振興計
画に沿って、生涯スポーツを中心に健康づく
りの視点にも立って行っていく。
問 高齢化が進む中、スポーツ施設について
どう考えるか市長の見解を伺う。
答 充足度が十分とは断言できない。今後公
共施設の再整備の見直しを踏まえ、第五期長
期計画で具体的な議論を行いたい。
問 武蔵野平和の日を条例制定すべきでは。
答 市民の意見も聞きながら、条例の制定化
も含めて慎重に検討していきたい。
　このほか、境北地区のまちづくり等につい
ての質問がありました。

ともに暮らし続ける
地域社会づくりに向けて

内山さとこ議員
問 超高齢社会を迎え、介護者のレスパイト
ケアともなる緊急ショートステイの充実が
必要と考えるが、市長の見解を伺う。
答 来年度開設する特別養護老人ホームや
サテライト型小規模老人保健施設に、ショー
トステイ機能を整備する。今後は、開設後の
ニーズを見極めながら検討したい。
問 地域公共施設等を活用して子どもの一
時預かり事業を行うべきと考えるが見解は。
答 さまざまなスタイルの保育を充実して
いくべきであり、一時保育の拡充や地域公共
施設の利用についても研究していく。
　このほか、住宅困窮者への緊急支援等につ
いての質問がありました。

児童に対する小学校での
サポート体制を問う

きくち太郎議員
問 小学校児童の斉

せいいつせい

一性が低くなり、学級
経営が困難になっているようだが、市立小
学校でのサポート体制について伺う。
答 校内委員会において、個別計画をつく
り、個々の児童の教育ニーズに応じた指導
をするための体制を整えている。
問 子どもの読書量が増加したという調査
結果が出たが、読書の楽しさを伝えるため
に、どのような取り組みを行っているのか。
答 小学校では、読み聞かせなど、読書に親
しむ活動を実施している。中学校では生徒
へのレファレンスの充実を図っている。
　このほか、小学校における進路指導等に
ついての質問がありました。

視察先

及び

視察内容

① 三重県
　・ＧＩＳフリーソフト（Ｍ－ＧＩＳ）の利活用について
　・�公共測量を行った地図を背景地図としている「地図情報サービス」

の利活用について
　・�公共測量を行った地図の市町での利活用を進めるため開催してい

るＧＩＳ利活用研究について

② 福井県敦賀市
　�原発を抱える敦賀市のまちづくりと
災害への対応について

③ 日本原子力発電株式会社
　�原子力発電所周辺の環境と安全性の
確保について

④ 福井県大野市
　・�景観計画策定のプロセスと活用に

ついて
　・�大野市中心市街地活性化基本計画

の取り組みについて（主に「越前お
おの結ステーション」、「平成大野
屋事業」について）

　・�市政広聴制度やまびこの設置の経
緯と活用と効果について

　・「学びの里めいりん」について

視察先

及び

視察内容

総務委員会建設委員会

日程 平成21年10月14日（水）～16日（金）平成21年10月28日（水）～30日（金）

現在、平成18年９月定例会以降の、本会議・決算特別委員会・
予算特別委員会の模様を録画でご覧いただけます。
なお、録画は、生中継終了後３日程度（土・日・休日を除く）で、
ご覧いただけます。

インターネット議会中継をご覧いただけます
武蔵野市ホームページから → 市議会 → インターネット中継

の順にクリックしてください。

…… インターネット議会中継ホームページにアクセスする手順 ……

http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/

厚生委員会文教委員会

日程 平成21年10月14日（水）～16日（金）平成21年10月28日（水）～30日（金）

① 大阪府大阪市
　キッズプラザ大阪について

② 兵庫県伊丹市
　大学生による子どもサポーター派遣事業について

③ 岐阜県多治見市
　・多治見中学校エコスクール事業／リソースセンターについて
　・�多治見市子ども情報センターについて

④ 愛知県岡崎市
　岡崎市図書館交流プラザについて

〈多治見中学校〉 〈岡崎市 図書館交流プラザ〉

① 広島県福山市
　・�みどりのまちづくり（協働の取り組み、緑地協定等）について
　・�福山市役所本庁舎屋上緑化について

② 岡山県倉敷市
　・�倉敷駅周辺整備事業について�
（景観計画、都市再生整備計画、美観地区における道路美装化等）

　・��まちづくり人材育成事業について�
（まちづくりセンター、ベンチャーオフィス）

③ 京都府京都市
　・�京都市水共生プランにおける雨水流出防止施策について�
（雨水貯留施設・屋上緑化、防水板、浸透人孔・側溝、浸透性舗装）

〈福山市役所〉 〈倉敷市内〉 〈大野市  学びの里めいりん〉

〈日本原子力発電（株）原発建設予定地〉

① 富山県南砺市
　小児科医療連携における遠隔コンサルテーション・モデル事業について

② 富山県
　レジ袋削減事業について

③ 富山県富山市
　・富山型福祉サービスについて
　・�徘徊ＳＯＳ緊急ダイヤルについて

④ 富山県滑川市
　発達障害児ケアについて

〈南砺市 福光庁舎〉 〈富山市役所〉

各常任委員会　行政視察報告 平成21年10月に、各常任委員会で下記のとおり行政視察を実施しました。
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第4回定例会
【市長提出議案（29件）】
● 武蔵野市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ………………可決（全会一致）
● 武蔵野市道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市学童クラブ条例の一部を改正する条例 ………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立公園条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市給水条例の一部を改正する条例 ………………………………………………可決（全会一致）
● コミュニティセンターの指定管理者の指定について …………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野公会堂の指定管理者の指定について ………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野市民文化会館の指定管理者の指定について ………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野芸能劇場の指定管理者の指定について ……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野スイングホールの指定管理者の指定について ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立吉祥寺美術館の指定管理者の指定について ………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立松露庵の指定管理者の指定について ………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立吉祥寺シアターの指定管理者の指定について ……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市軽費老人ホームの指定管理者の指定について ………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立老人デイサービスセンターの指定管理者の指定について ………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立高齢者総合センターの指定管理者の指定について ………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立北町高齢者センターの指定管理者の指定について ………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野商工会館市民会議室の指定管理者の指定について ………………可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市決算の認定について  ……………………………………………認定（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回） ………………………………………可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第2回） ………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市副市長の選任の同意について …………………………………………………同意（全会一致）
※武蔵野市副市長、会田　恒司氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの

● 武蔵野市副市長の選任の同意について …………………………………………………同意（全会一致）
※武蔵野市副市長に井上　良一氏を選任することについて同意を求めるもの

● 武蔵野市固定資産評価員の選任の同意について ………………………………………同意（全会一致）
※武蔵野市固定資産評価員に、井上　良一副市長を選任することについて同意を求めるもの

● 武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ………可決（全会一致）
● 武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 …………………可決（全会一致）
● 平成21年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例 ………………可決（賛成多数）
● 平成21年12月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例 ………可決（全会一致）
● 平成21年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例 …………可決（全会一致）

【議員提出議案（3件）】
● 都市農地・屋敷林保全に関する意見書 ……………………………………………………可決（全会一致）
● 東京都分水料金改定に抗議する決議 ……………………………………………………否決（賛成少数）
● 都市再生機構賃貸住宅への定期借家契約導入に反対する意見書 ……………………可決（全会一致）

■
採
択

・	

都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
へ
の
定
期
借
家
契
約

導
入
反
対
に
係
る
意
見
書
等
提
出
に
関
す
る
陳

情
■
継
続

・	

改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情︵
新
規
︶

・	

武
蔵
境
地
域
に
お
け
る
ム
ー
バ
ス
の
路
線
検
討

に
関
す
る
陳
情︵
新
規
︶

・	

三
鷹
駅
北
口
の「
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
検
討
協

議
会︵
仮
称
︶」の
設
置
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

陳
情︵
新
規
︶

・	

食
の
安
全
確
保
の
た
め
、膨
大
な
放
射
能
を
放
出

し
て
い
る
青
森
県「
六
�
所
再
処
理
工
場
」の
稼

働
の
中
止
と
そ
の
閉
鎖
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情︵
二
件
︶

・	

輸
入
牛
肉
の
安
全
性
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

陳
情

・	

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス︵
仮
称
︶北
側
の
公
園
を
美
し

い
緑
の
公
園
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

・	

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
陳
情

・	

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
関

す
る
陳
情

●●●議員辞職について●●●
やすえ清治議員（自由民主クラブ）が平成21年12月21日付で議員を辞職しました。

 
●●●特別委員会、議会広報委員会委員の変更について●●●

各会派の比率変更に伴い、以下のとおり委員が変更しました。
≪鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会≫

（旧）田中　節男　委員　→　（新）井口　良美　　委員
≪外環道路特別委員会≫

（旧）やすえ清治　委員　→　（新）深沢　達也　　委員
≪議会広報委員会≫

（旧）やすえ清治　委員　→　（新）きくち太郎　　委員

議会からのお知らせ

TEL 0422-60-1883  FAX 0422-55-7555
メールアドレス ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ http://www.city.musashino.lg.jp/cms/gikai/

議 会 
事務局 

議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせください

会派名簿 

自由民主クラブ
60-1884

きくち　太　郎
近　藤　和　義
石　井　一　徳

島　崎　義　司
井　口　良　美

民主党・無所属クラブ
60-1889

内　山　さとこ
松　本　清　治
深　沢　達　也

川　名　ゆうじ
露　木　正　司

市議会 市民クラブ
60-1885

桑　津　昇太郎
寺　山　光一郎

土　屋　美恵子
与　座　　　武

市議会公明党
60-1887

落　合　勝　利
田　辺　あき子

小　野　正　二

日本共産党武蔵野市議団
60-1888

橋　本　しげき 梶　　　雅　子

市民の党
60-1890

山　本　あつし 斉 藤 シンイチ

会派に属さない議員（第7控室）
60-1886

桜　井　和　実 

会派に属さない議員（第8控室）
60-1909

砂　川　なおみ 深　田　貴美子

会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、議会活動の１つの基盤となります。
※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。
　	議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどで確認していただくか、議会事務局にお問い合わせください。

●期  限：
●応募方法：

●あ て 先：

●問い合わせ：

4月16日（金）当日消印有効
撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコメント（100字程
度）を明記の上、下記宛先までご応募ください。 ※作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかっ
た場合、次号以降の市議会だよりの1面写真に使用させていただく場合があります。

〒180-8777　武蔵野市緑町2-2-28　武蔵野市議会事務局　市議会だより係
デジタルデータの場合はメールで、 ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで
（ＣＤ－Ｒ等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
40422-60-1883

●内  容：

●規  格：

●審  査：
●発  表：
●著 作 権：

武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。応募者自
身が撮影した、未発表のオリジナル作品（カラー）に限ります。
①紙焼きの場合 ・サイズ　六つ切り
② デジタルデータの場合 ・ファイル形式 JPEG形式 ・画像サイズ 1600×1200ピクセル以上
・ファイルサイズ 2MB程度まで（2MB以上になるとメールが受信できない場合があります）
議会広報委員会が審査します。
採用された作品は、5月15日発行の市議会だよりに掲載します。 ※賞品等はありませんのでご了承ください。
作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載後6カ月間、他媒体での発表
等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。

１面写真募集要領 次回の締切4月16日

議案等審議結果（議決）一覧

見
書

意
政
府
等
へ
の

行
政
報
告

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

︵
以
下「
同
機
構
」と
い
う
。︶は
、平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
閣

議
決
定
し
た「
規
制
改
革
推
進
の
た

め
の
三
か
年
計
画
」に
則
り
、賃
貸

住
宅
に
お
け
る
定
期
借
家
契
約
の

幅
広
い
導
入
に
つ
い
て
具
体
的
措

置
を
決
定
し
ま
し
た
。同
決
定
で

は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
全
国

三
十
二
団
地
約
三
万
戸
を
選
定
し
、

定
期
借
家
契
約
に
よ
る
空
き
家
入

居
者
募
集
を
実
施
す
る
と
し
て
お

り
、団
地
再
生
事
業
等
を
予
定
し
て

い
る
団
地
の
戸
数
を
あ
わ
せ
、全
賃

貸
住
宅
の
管
理
戸
数
の
約
二
割
に

導
入
拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
定
期
借
家
制
度
は
元
来
、民
間
借

家
の
流
動
化
、借
家
市
場
の
育
成
を

目
指
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

 

都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
へ
の

定
期
借
家
契
約
導
入
に
反
対
す

る
意
見
書

り
、一
方
、公
団
住
宅
は
今
で
は
公

営
住
宅
等
と
と
も
に
法
的
に
も
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。政
府
は
制

度
創
設
の
当
初
か
ら
、公
的
賃
貸
住

宅
に
は
そ
の
目
的
に
照
ら
し
て「
な

じ
ま
な
い
」こ
と
を
国
会
で
も
強
調

し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、機
構
が
本
年
四
月
に

「
閣
議
決
定
」の
一
語
を
も
っ
て
公

団
住
宅
へ
の
定
期
借
家
契
約
導
入

の
理
由
を
居
住
者
に
説
明
し
た
後

の
本
年
六
月
十
七
日
、金
子
一
義
国

土
交
通
大
臣
は
国
会
で「
政
府
側
で

も
う
少
し
詰
め
て
も
ら
う
」と
答

え
、十
分
な
検
討
の
な
い
ま
ま
の
方

針
強
行
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

　
政
府
自
身
ま
だ
十
分
検
討
せ
ず
、

当
の
機
構
も「
閣
議
決
定
」以
外
に

ひ
と
言
も
説
明
で
き
な
い
ま
ま
、明

ら
か
に
借
家
人
に
不
利
、居
住
の
安

定
を
脅
か
す
定
期
借
家
契
約
の
導

入
・
拡
大
の
実
施
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、既
に
建
て
か
え
予
定
団
地

を
対
象
に
実
施
し
た
定
期
借
家
契

約
に
加
え
、今
後
さ
ら
に
定
期
借
家

契
約
の
導
入
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、

居
住
者
個
々
の
居
住
の
安
定
を
奪

う
ば
か
り
で
な
く
、入
居
時
期
に
よ

り
契
約
内
容
を
異
に
す
る
居
住
者

の
混
住
が
、団
地
管
理
上
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
上
の
困
難

を
生
み
出
す
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま

す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、武
蔵
野
市
議

会
は
貴
職
に
対
し
、独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
に
都
市
再
生
機
構

賃
貸
住
宅
へ
の
定
期
借
家
契
約
の

導
入
拡
大
に
つ
い
て
見
直
さ
れ
る

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
要
望
い

た
し
ま
す
。

︵
内
閣
総
理
・
総
務
・
国
土
交
通
大
臣

あ
て
︶

　
近
年
に
な
っ
て
、食
の
安
全
・
安

心
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、地
産
地

消
、緑
の
保
全
な
ど
、都
市
に
お
け

る
緑
地
空
間
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
、

都
市
農
業
や
屋
敷
林
保
全
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

 

都
市
農
地
・
屋
敷
林
保
全
に

関
す
る
意
見
書

相
続
税
問
題
、固
定
資
産
税
問
題
な

ど
、都
市
農
家
が
抱
え
て
い
る
問
題

は
非
常
に
多
い
状
況
で
す
。相
続
時

に
お
け
る
高
額
な
税
負
担
が
農
地

減
少
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。農
家
か
ら
は「
農
業
を
続
け

て
い
き
た
い
が
、相
続
が
発
生
す
れ

ば
納
税
の
た
め
に
農
地
を
手
放
さ

ざ
る
を
得
な
い
、し
か
も
土
地
価
格

の
下
落
で
大
変
厳
し
い
」と
い
う
切

実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
む
中
で
、こ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
、相
続
を
契
機
に
、か
け
が
え
の
な

い
都
市
農
地
や
屋
敷
林
が
減
少
し

続
け
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。一
度

失
わ
れ
た
農
地
や
屋
敷
林
を
取
り

戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

一
刻
も
早
い
対
応
が
必
要
で
す
。

　
都
市
農
地
や
屋
敷
林
は
、武
蔵
野

市
民
に
安
全
・
安
心
な
新
鮮
野
菜
を

提
供
す
る
場
、緑
地
空
間
で
あ
る
と

と
も
に
、災
害
時
に
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
の
避
難
地
と
し

て
も
必
要
な
も
の
で
す
。

　
国
土
交
通
省
の「
都
市
政
策
の
基

本
的
課
題
と
方
向
検
討
委
員
会
」で

も
三
月
に「
都
市
近
郊
及
び
都
市
内

の
農
地
に
つ
い
て
、農
業
生
産
機
能

を
中
心
に
、自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、

憩
い
の
場
、防
災
機
能
等
の
多
面
的

機
能
の
側
面
か
ら
、都
市
サ
イ
ド
と

し
て
も
積
極
的
に
位
置
づ
け
」と
、

こ
れ
ま
で
の「
都
市
農
地
は
宅
地
の

供
給
源
」と
い
う
考
え
方
か
ら
政
策

を
改
め
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
国

会
、
政
府
及
び
東
京
都
知
事
に
対

し
、
現
行
の
農
地
制
度
や
相
続
税
・

固
定
資
産
税
制
度
等
の
改
善
を
行

う
な
ど
、都
市
農
地
及
び
屋
敷
林
の

保
全
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま
す
。

︵�

衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、内
閣
総

理
・
総
務
・
財
務
・
農
林
水
産
・
国
土

交
通
大
臣
、東
京
都
知
事
あ
て
︶

　
平
成
21
年
12
月
21
日
、本
会
議
場

で
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
の
行
政

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

● （
仮
称
）新
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
建
設
計
画
　
市
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
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